
２０２２年 3月 

あさかぜ保育園子育て支援だより 

 

 今年度（2021年度）も、後わずかとなりました。 2月は「逃げる」 

3月は「去る」と昔の人（私の父の事です。生きていたら 100歳？）から 

言われ育ってきた私です。まっこと、今までこの 2・3 月は早く過ぎると感じ

ていました。さすが昔の人は上手い事言うなと感心していました。 

ただ、この 2 年間は新型コロナウイルス感染症の関係からか、いつもの年よ

り早く私は過ぎたかな？（いや反対に遅く感じている方もいらっしゃるかも・・・） 

保護者の皆様も数度にわたる緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置が発令の度

に保育園は、どうなるの？と心配をされたのではないでしょうか。 

感染拡大予防に保育園は出来る限りの努力をしてきました。 保護者の皆様

には自粛等のご協力をしていただき感謝いたします。 

今後これまで通りの保育や生活形態が元に戻ることは出来ないかもしれませ

ん。しかし、子どもに向き合う保育の姿勢は今まで通り大切にしたいと思いま

す。 （マスク着用・手洗い・うがい・三密回避を合言葉にしましょう！） 

 

子ども達は、行事などの変更は（保護者の方の参加無し等）ありましたが、

色々な経験は今まで通りできたように思います。（園外保育・園庭でのあそびと

しっかり体を使って遊びました。）体・心・言葉など大きく成長したと感じます。 

お家の方達も感じられませんか？一年間を振り返ってみてください。 

「えっ！大きくなって服が小さくなってる！」とか「お話が上手くなった！」 

「だいじょうぶ？（思いやる心）」と声をかける姿がみられませんか・・・。 

保護者の方の穏やかな笑顔と愛情、保育園での色々な経験が子どもの成長を

大きくうながしたと思います。 

これからも、子どもたちの肯定感（子どもの心に自信）が育つような言葉か

け、触れ合いを多くしていきたいですね。 

子どもたちの素敵な笑顔や笑い声が沢山聞こえるように、今後も家庭と園が連

携をしっかりとっていきましょう。 

 

めろん組さんは、二週間と数日で「あさかぜ保育園」とお別れです。 

コロナ禍のなかでも、子どもたちが楽しんで過ごせるように色々と保育の工夫

を担任はしてきました。大きく成長してきた姿を先生達が素敵なアルバムにし

てくれていますよ。楽しみにしてくださいね。 

 

 保護者の皆様、2021年度の子育て支援だよりは今月で終了です。 

一年間ご講読くださいまして、ありがとうございました。 

子育てが終わった ばあ～ばより 



めろんぐみさん 

       ごそつえん おめでとうござます 

 


